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天竜川上流河川事務所

小渋川砂防出張所
小渋川支部安全協議会

今回のくろゆり通信では、鹿塩地区で行われた治山教室や工事情報などについての紹介を致します。

風化した岩は簡単

に砕けてしまう

去る9月2日に鹿塩大栗地区において大鹿中学校の生徒さんを対象とした治山教室が行われました。
この行事は、中部森林管理局 伊那谷総合治山事業所 小渋川治山事業所が主催して、管内で治山工事を受
注している業者の協力により実際に工事を行っている現場において自然災害の原因や治山事業の効果などを
体験するための催しです。
今年はお盆過ぎてから雨が多く9月に入ってもなかなか晴れない日が続きましたが当日は朝まで降っていた雨
も上がり30℃をこえる残暑の中、珍しい講義に生徒さんたちは興味を持って参加されていました。

当日は、大栗沢治山現場に到着後小池所長さんより大鹿村の地形などの話を聞いたのち、現場で採取した岩

石を使い地中にあった物と風雨にさらされて風化した石の硬さを比べたり、天竜川上流河川事務所の土石流模

型を使って施設の効果の説明を受けました。また工事現場まで行けないため施工中の構造物を国道から見学
しました。
最後に中学校に戻り、校庭でドローンによる写真撮影を行い終了しました。
参加した生徒さん・先生の声
・治山の事を学び、山の大切を知り、またキケンも知りました。
・大鹿は危険な所が多いので工事をしてくれて有難いです。安全に気を付けて工事をして下さい。
・山の力を利用して山を治めていることを知りました。

施工中の谷止工

ドローンの空撮

ドローン

岩石の硬さを調べる

治山工事現場の見学

模型を使って土石流の実験治山工事の説明

ドローンの空撮

「裏面もご覧ください」



工 事 情 報

小渋川の上流、釜沢地先にて栂村沢堰堤の補強工事を行っております。6月
号で紹介した摩耗した堰堤部の補修が完了しました。

堰堤の本体部は骨材の大きなコンクリートで、天端は50年前と同じく大きな

石（厚さ50㎝）を敷き詰めました。

中央部欠損箇所以外に張られた天端石は、半世紀の間の流れによって丸く
磨り減り凸凹になっていましたが、役割をはたしています。

当時の人達が苦心して考えた技術が現在までその効果を持続していることに

驚きでした。 現在、水を廻していた左岸側の復旧を進めており、間もなく完成
の予定です。

新規工事

補 修 前 補 修 後

ただいま施工中です

栂村沢作業所

現場代理人 木下勝弘

監理技術者 宮内孝二

本社 TEL 0265‐59‐7011

現場事務所 TEL 39‐2162

石で補修

コンクリートで補修

く ま し ろ

塩川作業所
現場代理人・監理技術者

片 桐 英 樹
本 社 0265-59-7011
現場事務所 0265-39-1013

く ま し ろ

鹿塩川の支流・塩川にて、塩川第2砂
防堰堤建設に関わる、付替道路の迂

回道路工事をしております。工期は平

成28年3月までです。

安全第一にて工事を行いますので、

地元の方々には何卒深いご理解とご

協力をお願いいたします。

平成27年度 天竜川水系
塩川第２砂防堰堤付替道路工事

現況道路

堰堤天端を昔のように巨石を張って復旧しました。

現在復旧中

栂村沢作業所

塩川付替道路作業所

位 置 図


